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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成28年10月6日(2016.10.6)

【公開番号】特開2016-972(P2016-972A)
【公開日】平成28年1月7日(2016.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2016-001
【出願番号】特願2014-120865(P2014-120865)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｄ  29/02     (2006.01)
   Ｂ６０Ｔ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｄ   29/02     ３２１Ａ
   Ｆ０２Ｄ   29/02     　　　Ｋ
   Ｂ６０Ｔ   17/00     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月23日(2016.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関の回転に応じて負圧が生ずる負圧室と、前記負圧室の負圧を用いて運転者のブ
レーキ操作を補助するブレーキ操作補助手段と、第１の条件が成立する場合に前記内燃機
関を自動停止させると共に、該自動停止後、第２の条件が成立する場合に前記内燃機関を
自動始動させる自動停止始動手段と、を備える車両の制御装置であって、
　車両運転者によるブレーキ操作が行われていないか否かを判別するブレーキ操作有無判
別手段と、
　前記内燃機関の回転数を検出する回転数検出手段と、
　前記負圧室に生ずる負圧に応じた信号を出力する負圧センサの出力信号に基づいて、前
記負圧室に生ずる負圧を検出する負圧検出手段と、
　前記ブレーキ操作有無判別手段により前記ブレーキ操作が行われていないと判別されか
つ前記回転数検出手段により検出される前記内燃機関の回転数が閾値以上である状態が所
定時間以上継続した後、前記負圧検出手段により検出される前記負圧室の負圧に基づいて
、前記自動停止始動手段による前記内燃機関の自動停止を禁止する自動停止禁止手段と、
　前記ブレーキ操作有無判別手段により前記ブレーキ操作が行われていないと判別されか
つ前記回転数検出手段により検出される前記内燃機関の回転数が前記閾値以上である状態
が前記所定時間以上継続した後、前記負圧検出手段により検出される前記負圧室の負圧に
基づいて、前記負圧センサが異常状態にあるか否かを判定する判定手段と、
　を備えることを特徴とする車両の制御装置。
【請求項２】
　前記ブレーキ操作は、ブレーキ踏み込み操作であることを特徴とする請求項１記載の車
両の制御装置。
【請求項３】
　前記ブレーキ操作は、ブレーキ戻し操作であることを特徴とする請求項１記載の車両の
制御装置。
【請求項４】
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　前記自動停止禁止手段は、前記負圧検出手段により検出される前記負圧室の負圧が所定
閾値に比して大気圧側である場合に、前記自動停止始動手段による前記内燃機関の自動停
止を禁止することを特徴とする請求項１乃至３の何れか一項記載の車両の制御装置。
【請求項５】
　前記判定手段は、前記負圧検出手段により検出される前記負圧室の負圧が所定閾値に比
して大気圧側である場合に、前記負圧センサが異常状態にあると判定することを特徴とす
る請求項１記載の車両の制御装置。
【請求項６】
　前記所定閾値を、自車両周辺の環境又は自車両の情報に基づいて算出される、大気圧又
は前記内燃機関の自動停止中に所望のブレーキ力を確保するのに必要な前記負圧室に発生
させるべき負圧に応じて変更する閾値変更手段を備えることを特徴とする請求項４又は５
記載の車両の制御装置。
【請求項７】
　前記判定手段により前記負圧センサが異常状態にあると判定された場合に、前記負圧セ
ンサが異常状態にある旨を運転者に知らせる負圧センサ異常通知手段を備えることを特徴
とする請求項１又は５記載の車両の制御装置。
【請求項８】
　前記負圧センサ異常通知手段は、運転者の視認可能な表示手段であることを特徴とする
請求項７記載の車両の制御装置。
【請求項９】
　前記自動停止禁止手段により前記自動停止始動手段による前記内燃機関の自動停止が禁
止された場合に、前記内燃機関の自動停止が禁止されている旨を運転者に知らせる自動停
止禁止通知手段を備えることを特徴とする請求項１乃至８の何れか一項記載の車両の制御
装置。
【請求項１０】
　前記自動停止禁止通知手段は、運転者の視認可能な表示手段であることを特徴とする請
求項９記載の車両の制御装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様は、内燃機関の回転に応じて負圧が生ずる負圧室と、前記負圧室の負圧
を用いて運転者のブレーキ操作を補助するブレーキ操作補助手段と、第１の条件が成立す
る場合に前記内燃機関を自動停止させると共に、該自動停止後、第２の条件が成立する場
合に前記内燃機関を自動始動させる自動停止始動手段と、を備える車両の制御装置であっ
て、車両運転者によるブレーキ操作が行われていないか否かを判別するブレーキ操作有無
判別手段と、前記内燃機関の回転数を検出する回転数検出手段と、前記負圧室に生ずる負
圧に応じた信号を出力する負圧センサの出力信号に基づいて、前記負圧室に生ずる負圧を
検出する負圧検出手段と、前記ブレーキ操作有無判別手段により前記ブレーキ操作が行わ
れていないと判別されかつ前記回転数検出手段により検出される前記内燃機関の回転数が
閾値以上である状態が所定時間以上継続した後、前記負圧検出手段により検出される前記
負圧室の負圧に基づいて、前記自動停止始動手段による前記内燃機関の自動停止を禁止す
る自動停止禁止手段と、前記ブレーキ操作有無判別手段により前記ブレーキ操作が行われ
ていないと判別されかつ前記回転数検出手段により検出される前記内燃機関の回転数が前
記閾値以上である状態が前記所定時間以上継続した後、前記負圧検出手段により検出され
る前記負圧室の負圧に基づいて、前記負圧センサが異常状態にあるか否かを判定する判定
手段と、を備える車両の制御装置である。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　ＥＣＵ５０は、また、上記ステップ１１０において負圧レベルの条件が成立しないと判
別した場合は、Ｓ＆Ｓ制御による内燃機関２６の自動停止を禁止すると共に（ステップ１
１４）、その負圧センサ５２の異常を示すダイアグ記憶を行い、かつ、運転者にその負圧
センサ５２の異常又は内燃機関２６の自動停止禁止を知らせるべくＭＩＬ６０を点灯表示
させる（ステップ１１６）。
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